
 
 

令和８年度 社会福祉法人翔洋会事業計画 

 

 
 一、法人経営の理念 

   私たちは、社会福祉を通じて「すべての人の心に豊かな生活」をお届することをめ

ざし、次の基本方針にもとづき事業活動に取り組みます。 

 

   (1) 健全経営 

    透明性のある施設運営にて事業の継続に努めます。 

 

   (2) 個別ケア・保育 

    高齢者一人ひとりの今まで培ってきた暮らしの継続ができるように支援します。 

    また、子供 1人 1人の個性を大切にしてのびのびと成長していける環境づくりに

取り組みます。 

 

   (3) 自立支援 

    補完的介護ではなく、目標指向的介護にて高齢者自身が日々の暮らしの中で主体

となれるよう支援します。 

 

      (4) 自己研鑽 

    働くスタッフも、ともに人生を歩むケアパートナーとして、高齢者や子どもたち

から学び成長していきます。 

 

   (5) ディーセントワーク ※ 働きがいのある人間らしい仕事。 

    研修やキャリアアップを支援し、働きがいのある職場環境を作ります。 

 

   (6) ワークライフバランス 

    多様な働き方ができるよう保障制度や福利厚生を充実し、優秀な介護・保育人材

の定着・確保に努めます。 

 

(7) 地域共生・連携 

    高齢になっても住みやすい街となるように、地域とともに成長していきます。 

    また、子供に係る地域組織との交流を深め、地域で将来を担う子どもを共に育て

ていくという風土づくりに取り組みます。 

 

二、 令和 8年度の方針 

 

1. 各施設経営基盤の改善・安定 

 

(1)  収入・支出に係る継続的な見直しによる経営基盤の強化 

・特に支出に関しては物価の高騰を受けて経営的に厳しい状況が依然として

続いている。それに加え、長く運営を行っている施設の老朽化が進み、設

備の更新や修理費用が経営を圧迫している。 



水道光熱費に関しては、各施設にて方法は異なるが施設整備並びプラン変

更を行い対策している。 

・人件費はもとより事業費・事務費も長く継続して運営している施設ほど重

荷となっており、以前より各拠点が支出を精査して節約を進めているが、

単独で大きく削減は難しい状況であるため、複数拠点の強みを活かし消耗

品等の購入を 1社にそろえるなどの検討を今以上に行っていくことが必要

となってくる。 

・各加算を積極的に取得するための体制づくりを行う。 

・空床期間を短縮するための高齢待機者確保及び保育園定員を満たす待機児

童の確保。 

・法人内での適切な事業運営の見極め（法人の実状を考慮した事業計画の 

策定と実施）。 

 

(2) 人材の確保及び定着 

・就職フェア等の面談会への参加やインターネット・SNS（Instagram等）

を使用しての積極的な情報発信等行い、求職者への法人認知度を向上させ

る。 

・新たに入職した職員へのフォローアップ（研修・面談等）。 

・仕事の負担に大きく偏りがないようにし、全員で協力し合える職員関係 

を構築するためのリーダー職（課長・係長・主任・ユニットリーダー）の

育成。 

      ・上記、協力し合える職場環境を構築していくための一環として前年同様に

ハラスメント関係の研修を行い、適切な指導・コミュニケーションを実践

できる管理者・役職者を揃えていく。 

 

(3) BCP（事業継続計画）の法人全体への周知と研修・訓練の計画及び実施 

・義務化となっている BCP（事業継続計画）に基づく体制・運営がなされて

いるかを各施設 BCP推進委員会中心に情報共有・確認していく。 

また、施設での訓練・研修に他施設も参加交流することにより、法人全体

で共有し、有効的な内容を自拠点に取り入れて行き、BCPをより実働的な

ものに進化させていく必要がある。 

 

・また、有事の際には地域の方の協力を得る必要性が出てくることも想定さ

れるため、施設の方から積極的に地域の防災訓練等に参加し、自施設の訓

練に地域から参加者が出てくる関係性を構築していく。 

 

 

2. 令和 8年度の重点課題と取り組み 

 

    (1) 社会福祉法人としての地域における福祉ニーズの追求 

  ・翔洋会は地域貢献活動の一環として、各施設にて様々な取組を行っている

（サロンや認知症カフェ等地域コミュニティへの参加、利用料の負担軽減

制度の適用、福祉有償運送、老人福祉施設協議会や社会福祉協議会及び地

域連携会議への参加、買い物支援など）。 

 



今年度に関しても上記の活動参加を通じて、地域のニーズを追求していく。

その際、現事業とのバランスを見極め、支障が出ることの無い様にする。 

 

(2)各専門職会議の運営（社会福祉事業部門） 

・各専門職が集まり、制度等の情報共有や施設運営面での問題点の解決、今

後の方針を協議する専門職会議を引き続き行う。 

  

今後としてはそれぞれの立場から施設に貢献していくための意識改革の場

とすべく、外部講師による研修等を法人からも企画していく。 

     

    (3) 企業主導型保育事業所における病児保育・一時保育・子育て相談日の実施

（公益事業部門） 

      ・「地域との交流を重視し、子育て相談・子育て支援に取り組み、地域に根

付いた保育所をめざします」というジョウ・キンダーガーデン職場方針の

一環として、子どもの病気で仕事を休まなければならなかったり、子育て

に関する悩みを抱えている保護者の支援を行う場を引き続き設けていく。 

        

    (4) 施設再整備についての取り組み 

      ・灘崎荘は開設より 30年、富山荘は 20年を超え、藤田荘も 20周年を迎え

ようとしている中で、施設の老朽化や現在の事業内容に適した間取りなど

の大規模修繕・改修の必要性に迫られている。 

       運営コスト高騰の影響に加え、建築資材や工事費の高騰により資金捻出が

容易ではないが、優先順位や部分改修等も視野に入れながら計画を進めて

いく。 

 

    (5) 適切な人件費率に関して施設間異動を含めたバランス調整の検討 

      ・今年度の方針にもあるように継続的な収支・支出の見直しは必要だが、中

でも人件費の高騰も依然として問題となっている。各施設で人件費率に関

しては差があり、収支に結びついているため職員の施設間異動を行い、バ

ランスをとっていく必要がある。 

       また、長らく欠員が続き苦しい人員で運営を続けている拠点には、他の施

設も余剰があるわけではないが、全体でバランスをとるためにある程度の

協力による異動が必要となってくる。 

そして引き続き、長期間にわたって同一拠点で勤務する事のメリット・デ

メリットの観点からも管理者・役職者等の拠点間異動を制度化していくた

めの問題点を出しながら検討していく。 

        

（6）職員の腰痛や転倒などの労働災害防止への取り組み 

・労働安全衛生の観点から、安心して働ける職場環境構築に各施設取り組ん

でいるが、施設の取り組みをリスクアセスメントシートや掲示物等に纏め

「見える化」しておき、職員への意識づけをより強固にしていく。 

 

 

 

 

 



翔洋会各専門職会議の令和 8年度目標・方針は次の通り。 

 

専門職会議名 目標・方針 

介護職員部会 

 

・会議になかなか参加できないユニットリーダー同士の施設間交流を行い、

自施設以外を見たり経験することで視野を広げ、自分たちが抱える問題点

に対して解決の糸口を見つけられるように指導していく。 

 

・業務効率化として議題を事前に出し議題に対する回答を持ちより、より良

い解決方法を見出す。 

 

生活相談員部会 

 

・社会福祉事業部門 5 施設内で事故や苦情処理等の対応ついての情報を共有

して、相談員のスキル向上を目指していきます。 

 （実施計画） 

相談員会議を基本 2カ月ごとの開催とし、事故及び苦情等の対応につい

ての件数を報告確認すると共に、法人として対応が必要と思われる事案に

ついて、検証及び情報共有を行うことで、事故及び苦情件数の軽減を図る

とともに、業務改善等についても、相談員の視点で改善できるものを検討

していく。 

 
・営業に関するスキルや苦情対応のスキル等を向上させる為、専門の講師の

方にお願いをして勉強会の開催や外部研修に参加して、相談員としての知

識を深めていきます。 

 （実施計画） 

年 1～2回の相談員部会主催の研修を行い、相談員としてのコミュニ

ケーションスキルや介護保険制度等の理解を深め、入所及び短期入所の利

用時の適正な助言や説明についてスキルアップができるようにする。社会

福祉士会等の主催する外部講師等を招いた研修等へ参加をしていく。 

 
・社会福祉事業部門 5 施設の入所待機者の増加と稼働率向上を目指す為、各

施設の相談員が必要な情報交換・共有を行います。また、入所申し込み希

望者のニーズを把握して法人内の施設を紹介し、情報の共有を図っていき

ます。 

 （実施計画） 

稼働率ＵＰのための、営業手法や地域の高齢者の状況等をタイムリーに

把握できるように、使えるアイテムや手段について情報共有して、営業活

動のスキルアップを目指していく。 

 

看護職員部会 

 

・入所者様個々の状態を把握し、多職種と連携を取りながら、また他施設間

で情報を共有しながら本人様が活き活きと過ごせる場となるように援助し

ていく。 

 

・医療安全管理の徹底及び看護の専門性を発揮し、根拠に基づいた看護を実

践する。 

 

・職員の育成・メンタルヘルスについて強化向上を図る。健康で働き続けら

れる健全な職場づくりを目指す。 

 

・感染症 BCPの研修・訓練に関しては、感染症の予防及びまん延防止のため

の研修・訓練と一体的に実施できるように計画する。 



 

介護支援専門員部会 

 

・スキルアップ更新研修や実地指導の内容を情報共有したり、LIFEをプラン

に反映させるための勉強会等を行い、部会員全体のスキルアップを図る。 

 

・介護支援専門員業務の効率化に関して情報収集を行い、提案していく。 

 

・最新の介護用品等に関して、業者からの情報収集や実際に見学など行い、

把握しておく。 

 

・部会員全員で会議が行える様に調整を行う。 

 

機能訓練指導員部会 

 

・効果のあるポジショニングやマッサージ、関節可動域訓練の手技を個々で

も向上させる努力を行い、その情報を部会で共有して法人全体での拘縮や

変形・褥瘡の予防改善を図る。 

 

・歩行できる方に関しては、出来るだけ能力の維持が行える様に、杖や歩行

器の適切な使用法や付き添い方等の支援を学んでいく。 

 

・施設での機能訓練スキル向上に資するような勉強会への参加に努める。 

 

・事務処理等の見直しを行い業務効率化していくことで、現場でのリハビリ

業務を出来るだけ多く確保し、施設全体で利用者様の身体機能と ADL維

持・向上ができるように取り組んでいく。 

 

管理栄養士部会 

 

・入居者や家族に寄り添った栄養ケアの実施や満足度の高い食事が提供でき

るよう、それぞれが持っている知識や経験を各施設の管理栄養士と共有

し、質の高いサービスの提供が出来るようにする。 

 

・栄養に関する加算を可能な限り取得するために追加となる業務に対応して

いけるように、業務内容の見直し・改善を行い、施設に管理栄養士として

貢献する。 

 

・他の施設での行事などに実際に参加して、良い点を自分の施設に取り入

れ、入居者により楽しんでもらえる工夫をする。 

 

・嚥下等の高齢者栄養に関する勉強会に参加し知識を深める。 

 

通所介護事業所部会 

 

・各事業所がそれぞれの個性を生かし、稼働率の維持、向上を行う。 

 

・新しい企画も加えつつ、質の高いサービスに向けての職員意識改革を行

う。 

 

・各事業所の良いところを見習いながら切磋琢磨しての利用者確保を行う。 

 

 

 

 

 



三、事業内容と管理体制 

1. 令和 8年度の事業内容と管理者の体制 

 

拠点区分 事業種類 定員 事業所名 管理者 

灘崎荘 

介護老人福祉施設 ８０名 特別養護老人ホーム灘崎荘 

末沢和也 短期入所生活介護 １０名 灘崎荘短期入所生活介護 

通所介護 ３０名 灘崎荘通所介護 

居宅介護支援  灘崎荘在宅介護支援センター 藤井郁子 

富山荘 
介護老人福祉施設 ５０名 特別養護老人ホーム富山荘 

井上英美里 
短期入所生活介護 １０名 富山荘短期入所生活介護 

藤田荘 

地域密着型老人福祉施設 ２９名 特別養護老人ホーム藤田荘 
植木賢治 

短期入所生活介護 ５名 藤田荘短期入所生活介護 

小規模多機能型居宅介護 ２５名 藤田荘小規模多機能型居宅介護 岩崎幸恵 

認知症対応型通所介護 １２名 藤田荘認知症対応型通所介護 中上裕子 

玉野 

山田荘 

介護老人福祉施設 ６０名 特別養護老人ホーム玉野山田荘 
倉持洋一 

短期入所生活介護 １０名 玉野山田荘短期入所生活介護(休止中) 

宮浦荘 

地域密着型老人福祉施設 ２９名 特別養護老人ホーム宮浦荘 

眞野朋亮 短期入所生活介護 １０名 宮浦荘短期入所生活介護 

通所介護 ２０名 宮浦荘通所介護 

保育所 企業主導型保育事業所 １９名 ジョウ・キンダーガーデン 河本真由美 

 

 

 

以 上 



事業所名

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

①　利用率に関して特養97％、短期75％以上を保つ。 ①-1　入所待機者の管理を適切に行い、空床発生時に即座に入所できる待機者を常時確保する。　 生活相談員 ○ ○

①-2　緊急のサービス利用依頼に迅速に対応し、近隣居宅介護支援事業所などとの連携を強化する。 職員全体 ○ ○

①-3　灘崎荘ホームページを活用し、自施設の活動状況などの情報発信に努める。 医務室 ○ ○

①-4　入所者の健康状態管理を適切に行い、早めの対応を行い、入院の必要性を減少させる。 施設長 ○ ○

①‐5　職員への感染対策を周知し、施設内感染がおこらないように努める。 事務 ○ ○

②　施設収支の改善を図り、居室改善や設備の修繕が ②　 　利用率向上などの収入増加策と併せて、前年度に引続き、運営費用の見直しを継続して行う。　 施設長 ○ ○

　　 実施できるように計画的な積立てを行う。 特養係長 ○ ○

③　①-1に記載した入所待機者を常時確保するため、 ③　　 病院の地域連携室や居宅・老健等を月に1度は訪問し、短期入所共々アピール行う。 施設長 ○ ○

　　 申込者数を拡大させる。 　　 　 生活相談員 ○ ○

①　利用者の尊厳を守る。 ①　接遇マナー（挨拶、笑顔、丁寧な言葉づかい）がきちんとできているか、各職員が自己点検・ 職員全体 ○ ○

     相互点検し 必要に応じて指導や研修を行っていく。　

②　利用者の潜在ニーズにも留意する。 ②　希望の多い催事（食事会や外出行事、お祭りなど）を計画的に実施するとともに、利用者ごとの 介護職員 ○ ○

   　個別の潜在ニーズにも目を向けたきめ細かな処遇に取組む。 行事担当 ○ ○

③　利用者のご家族様との信頼関係を強固な物にする。 ③-1　日頃より面会時に近況の説明や相談があった際に迅速な検討対応を心がける。また、感染状況に応じて 職員全体 ○ ○

     　　生活空間での面会やご家族様が参加してもらえる様なイベントなども積極的に行っていく。 行事担当 ○ ○

③-2　ご家族様が安心して面会に来て頂けるように感染対策及び環境整備を行う。 職員全体 ○ ○

③-3　感染状況により十分な面会が出来ない事も考慮し、毎月個別に写真付きの手紙を送り、ご家族様に 介護職員 ○ ○

　　　　少しでも安心して頂けるよう近況の報告をしていく。

④　利用者様の食生活を豊かな物にする。 ④-１　利用者様に合った安全で美味しいと言って頂ける食事の提供、また季節感が感じ取れるような 管理栄養士 ○ ○

      　　食事を提供することで季節感を味わってもらう。 介護職員 ○ ○

④-２　毎月食事会行事として利用者様に食べたい物の希望を取り、利用者様と一緒に作って食べる事により 管理栄養士 ○ ○

　　　　食事として食べる楽しみを提供していく。 介護職員 ○ ○

④-3　歯科衛生士や管理栄養士と相談しながら、なるべく形のあるものを安全に食べて頂けるよう食事形態を常に考えていく。 管理栄養士 ○ 〇

　　　　また、食事の席を固定し、利用者同士の交流と見守りの強化に努め、安心して食事が食べて頂けるようにしていく。 介護職員 ○ 〇

①新規採用職員の定着率を上げる。　 ①-1　新規採用職員への施策

　　新人職員採用後初日は事故・拘束・虐待・感染・医療・褥瘡について研修を行う。 特養係長 ○ ○

　　新人職員には1名教育係（ミット）を付け、新人職員指導経過記録を活用しながら教育していくと共に 介護主任 ○ ○

　　精神的なフォローも行っていく。３ヵ月～６ヵ月を目途に新人職員が１人立ちするまで記録は継続していく。 介護リーダー ○ ○

①-2　既存職員への施策

　　上司から積極的に声掛け行い、相談や意見を出しやすい環境を整える。　　 特養係長 ○ ○

　　また、職員から行事等、新しい試みをやってみたいと意見が上がった際は調整に協力して 介護主任 ○ ○

　　意欲的な気持ちを大事にしていく。

②　職員の資質向上を図る。 ②　施設外研修に年間1人1回以上参加出来る様にする為に勤務の調整を行う（オンライン含む）。 施設長 ○ ○

　　 また年間に必要とされる施設内研修以外にも自由参加の勉強会を設ける（外部講師に依頼する） 特養係長 ○ ○

③　介護職員の確保 ③　研修参加や行事等を行う機会を増やす、またある程度の余裕あるローテーションを組む為に 施設長 ○ ○

　　 職安への相談、派遣業者の活用など加え、情報収集やセミナーには積極的に参加して人材の確保に努める。

①　利用者負担軽減制度を周知する。 ①　施設入所の案内時に低所得者に対する当該制度活用を説明し、活用につなげる。 生活相談員 ○ ○

事務職員 ○ ○

②　自施設が保有する機能を活用した貢献を行う。　 ②　福祉避難所や認知症身元不明高齢者の一時保護事業など、自施設が持つ機能を活かした 施設長 ○ ○

      支援活動を行う。

③　8月に行われる地元の夏祭りに屋台の出店、年2回（6月、10月）の清掃活動に参加する。 施設長 ○ ○ ○

職員全体

④　地元の保育園・小学校との交流を図る。 ④　保育園の園児、小学校の生徒、地域の子供神輿に来荘していただき交流を図る。 介護職員 ○ ○ ○

　　 

特
記
事
項

職場方針
　①　入所者様の立場になって考え、思いやりの気持ちで接していきます 　②　入所者様の希望に沿い、生活リズムに合わせて対応していきます

　③　職員一人ひとりが専門知識と技術を向上させ、利用者様に負担のかからない対応を行っていきます 　④　他職種が積極的に連携を図り、助け合って協力していける職場を作っていきます

重点目標 具体的目標 具体的行動計画 担当者
スケジュール

③　地元のお祭りや清掃活動を通じて、地元の方と交流を行う。

A
健
全
経
営

B
利
用
者
処
遇

C
職
員
処
遇

D
地
域
貢
献

令和8年度　事業所別事業計画 特別養護老人ホーム灘崎荘 作成責任者 施設長　　末沢　和也

施設・事業所理念 「その人らしさ」を尊重し、ともに生きる



事業所名

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

○ ○

〇 〇

職員全員 ○ ○

②-1　光熱費を始め、施設の備品等、無駄なものがないかを職員全員が意識する。 職員全員 ○ ○

②-2　少しでも品質変わらず、コストが低いものを選ぶ。 施設長 〇 〇

①-1　利用者様のニーズを把握し各専門職と情報共有を行う。 職員全員 ○ ○

①-2　利用者様や家族とのコミニュケーションを図る。 職員全員 ○ ○

②　　 利用者様への丁寧な対応と言葉使いを心がける。 職員全員 ○ ○

③-1　趣向を凝らして企画の充実を図り、通う楽しみを提供する。 職員全員 ○ ○

③-2　個別レクリエーションは個々の利用者様に合わせた内容を提供する。 職員全員 ○ ○

③-3　家族の介護負担が軽減されるよう支援する。 職員全員 ○ ○

③-4　認知症予防に対するケアを実施する。 職員全員 ○ ○

①　勤務の安定化を図り、全員気持ちよく休暇を取得できるように調整する。 管理者 ○ ○

担当課長 〇 〇

②　こまめな声掛けや面談の機会を作り、相談しやすい環境を整える。 管理者 ○ ○

担当課長 〇 〇

③　否定的な回答をするのではなく、他の選択枠を各自で提案をする。 職員全員 ○ ○

①　灘崎近辺のカフェやサロン（迫川・西高崎地区等）に出張デイを行い、交流を図る。 職員全員 ○ ○

②　ＨＰやInstagramにて行事内容更新を常に行うとともに、各種案内チラシを病院等に定期的に配布する。 管理者 ○ ○

相談員 〇 〇

③　地域にチラシを配布したり、地域の行事に参加し定期的に交流を図る。 職員全員 ○ ○

特
記
事
項

D
地
域
貢
献

①　地域との交流を深める為、地域行事、サロンに参加す
る。

②　情報を発信し、介護相談窓口の役割を果たす。

③　彦崎近隣住民との交流を深める。

　

C
職
員
処
遇

①　職員全員が安心して休暇を取得できるようにする。

②　職場の仲間を大切にして、話し合いが出来る雰囲気を
作る。

③　職員が前向きな意見を出せるようにする。

B
利
用
者
処
遇

①　利用者様や家族様との信頼関係を大切にし、困ってい
る事、　　悩み事を引き出す。

②　利用者様の尊厳を守り、尊重した取り組みに留意す
る。

③　利用者様や家族に寄り添い、安心して在宅生活を送る
ことが出来るように支援を行う。

A
健
全
経
営

①　1日当たりの利用者数を約20名以上とする。 ①　季節ごとや定例の行事などの活動内容を毎月居宅介護支援事業所や地域包括支援センターを訪問しご案内する。
また、居宅支援事業所と密に情報共有し新規のご紹介が頂けるよう信頼関係の構築に努める。

管理者
相談員

②　サービス提供実施エリアに適宜事業所チラシを配布する。

②　必要経費について見直しを行う。

職場方針
　①　利用者様の立場になって考え、思いやりと感謝の気持ちでケアの実施を行います。 　②　個々のニーズに寄り添いながら、生活リズムを整え安心して利用できる居場所づくりの構築

　③　職員全員が専門知識と技術を向上させ、向上心を持って利用者様に対応していきます 　④　認知機能低下予防の為、内外からアプローチをかけて健康寿命を延ばし、長く在宅生活が送れるように支援します

重点目標 具体的目標 具体的行動計画 担当者
スケジュール

令和8年度　事業所別事業計画 灘崎荘通所介護事業所 作成責任者 施設長　　末沢　和也

施設・事業所理念 地域の方に必要とされ、笑顔溢れるデイサービスを目指す



事業所名

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

管理者 ○ ○
介護支援専門員 ○ ○

管理者 ○ ○
介護支援専門員 ○ ○

管理者 ○ ○
介護支援専門員 ○ ○

管理者 ○ ○
介護支援専門員 ○ ○

管理者 ○ ○
介護支援専門員 ○ ○

管理者 ○ ○
介護支援専門員 ○ ○

管理者 ○ ○
介護支援専門員 ○ ○

管理者 ○ ○
介護支援専門員 ○ ○

管理者 ○ ○
介護支援専門員 ○ ○     地域住民、役所関係者と交流し関係作りを行う。

＊上記、全てオンラインでの参加を含め積極的に行う

特
記
事
項

②　個々に適した研修へ参加を推奨していく。（オンライン研修への参加含む）

D
地
域
貢
献

①　同地域居宅や包括支援センター等と情報交換を行い、 ①南区南・南区西合同勉強会・包括支援センター合同研修会に参加する。（2回/年）

     ケアマネジメントの向上や地域資源の開拓を図る。

②　地域ケア会議等に参加し医療、他事業所、 ②地域ケア会議等に参加する。（随時）

　　　虐待の防止のための指針

　　　上記計画、指針に基づき対応する。

C
職
員
処
遇

①　仕事と介護・子育てが両立出来る職場環境を作る。 ①　休日の調整を行い、必要時休日が取れる協力体制を作る。

②　質の向上

B
利
用
者
処
遇

①　利用者の情報を共有し、担当者以外でも速やかに ①毎朝、情報交換を行う。

     対応する。

②　業務継続計画 ②委員会への参加、 研修の実施

　　　感染症の予防及びまん延防止のための指針

A
健
全
経
営

①常勤：予防・介護を含めた担当人数を平均35名にする。 ①-1　包括支援センター、灘崎分室へ月1回以上出向き、紹介依頼する。

　　　（予防：受託件数÷3として換算） ①-2　医療連携・退院支援の際、主治医、病院MSW、退院支看護師と情報交換等で関係を作り

　　　　新規紹介につなげる。

①-3　サービス事業者へ紹介依頼する。

職場方針
　①　透明性のある施設運営にて事業の継続に努めます　 　②　高齢者一人ひとりの今まで培った暮らしの継続が出来るように支援します

　③　研修やキャリアアップを支援し、働きがいのある職場環境を作ります 　④　高齢になっても住みやすい街となるよう地域と共に成長していきます

重点目標 具体的目標 具体的行動計画 担当者
スケジュール

令和8年度　事業所別事業計画 灘崎荘在宅介護支援センター 作成責任者 管理者　藤井　郁子

施設・事業所理念 住み慣れた地域で自立した生活が送れるよう支援する
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特別養護老人ホーム灘崎荘　(80床)

灘崎荘短期入所生活介護事業所　(10床)

理
学
療
法
士

(

非
常
勤

)

総務担当課長

(生活相談員兼務)(主任介護支援専門員) 　　

送
迎
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介護主任

【令和8年4月組織計画】社会福祉法人　翔　洋　会

灘 崎 荘 　組 織 図 (評議員7名)
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会



事業所名

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

①特例入所を含め97％以上を維持 ①待機者を確保し空床を極力つくらず空床利用等で埋めていく。申込みにはすぐに対応する。病院・居宅等へ営業活動を行う。 施設長・生活相談員 〇 〇

②常にショートステイの稼働率80％以上目指す ②毎月ショートステイの空き情報を関係居宅等に営業することで、新規利用者獲得に努める。 生活相談員 〇 〇

③相談員会議で情報の共有を行いスキルアップに努める ③２カ月毎の法人部会にて情報共有を行う。年に１～2回相談員部会主催の研修を行いスキルアップに努める。 生活相談員 〇 〇

④苦情・クレーム等に対する対応力の向上 ④法人部会において、各事業所の苦情・クレーム等の対応について検証することで苦情対応のスキルアップを行う。 生活相談員 〇 〇

➄コスト削減・在庫管理の徹底 ➄在庫管理を厳重に行い、無駄な発注を無くしていく。輸液等外部発注する物に関しては、種類別に在庫管理を行い管理表へ 事務員

　記載。請求ミスや発注ミスを防ぐ。入荷時には経管栄養剤の消費期限の確認を行い、在庫管理に努める。 看護師・管理栄養士

⑥職員の定着率を上げる ⑥こまめな面談や相談、報告を行い、困りごとだけでなく、職員のモチベーションアップにつながるような声掛けを行う。
介護課長・介護主

任

　働きやすい、風通しの良い環境を目指す UL・施設長

⑦高齢者の権利擁護の理解を深め、虐待・身体拘束に ⑦外部の方を招いての研修を定期的に行い、全職員が参加できる体制を整える。職員への【虐待の芽アンケート】を継続し、

　つながるような声掛け、行動を行わない 　適切ではないケアの早期発見・ケアの見直しを行い、誰もが声をあげれる環境づくりを目指す。

⑧誤嚥性肺炎ゼロプロジェクトの継続 ⑧口腔ケアの仕方などユニット会議で定期的に話合い、現状のケアを継続・見直すのかを検討する。 介護課長・UL

　誤嚥性肺炎ゼロで入院ゼロを目指す。 介護職員

⑨腰痛予防 ⑨グローブ・ボードの活用によりノーリフトを意識。ベッドの高さを変えての移乗やオシメ交換の実施。

　勤務前のストレッチの呼びかけ、会議や委員会の最後に参加職員全員で腰痛予防体操を実施。

①【毎月喫茶】の継続とグレードアップを目指す ①昨年は、ご家族様が参加することが出来なかったので、今年度は連絡表や電話でのお知らせを行い、参加してもらえるように 全介護職員

　　イベント等に対して、協力することで利用者様のQOL向上に 　していく。 月担当

　　努める 　月行事担当と連携し、イベント等で協力体制を構築することで、安心・安全な施設での生活の質の向上を図る。 相談員

②【暮らしの継続】を目標とし、環境の変化による不穏・事故を防ぎ ②新規入居に関し、ご本人やご家族様の意向を聞き取り、暮らしの継続と環境整備をUL中心にユニット職員と行う。 介護課長・介護主任

　安心・安全に生活できる環境を整える 　早期に安心感を持ってもらえるよう初日は同じ職員が中心に対応し、顔なじみをつくる。 UL・介護職員

　声掛けは、ゆっくり同じ言葉を使い、説明は短く・具体的に伝える。

③季節を感じて頂けるような行事計画（リハビリクッキング・喫茶等）③月担当職員を中心に利用者様のニーズを把握し、年間行事計画一覧を作成。表に基づき行事を行っていく。 介護課長・介護主任

　を行い楽しんで頂く 　季節の行事を検討し、リハビリクッキングのメニューを考え、楽しんで頂く。ドライブ（外食・買い物等）の計画を検討。 UL・介護職員

　食を通じて活気を出して頂けるように努める 　毎月、出前調理やクッキング等の食事イベントの開催を行う。 管理栄養士

　イベント等へ参加利用者様の様子をご家族へ適宜お伝えする 　イベント写真等をLINEでタイムリーにご家族へ送ることで施設のあたたかさとぬくもりのある生活をPRしていく。 相談員

④利用者様が安心・安全・安楽に過ごすことのできるよう健康 ④ADL低下に伴う身体異常の早期対応、ご家族へ報告を行い、ご家族の意向に沿った看護を行う。

　　管理の徹底

➄残存機能維持・向上　　　　拘縮の進行防止・維持 ➄離床を行い、ご自分で出来る範囲の動作を行ってもらう。　研修を行い、正しいポジショニングを徹底する。 機能訓練指導員

　　メリハリのある生活を提供 　他職種と話合い、実地計画書を作成する。 介護職員

⑥栄養管理をしながら、楽しい食事を提供する ⑥入居者様の希望を聞き、ご当地メニューや季節を感じてもらえる献立を作成する。 管理栄養士 〇 〇

⑦入居者様の状態に合った嚥下機能の変化に対応する ⑦ミールラウンド等で情報収集を行い、他職種との共通認識のもと安全な食事提供を行う。 管理栄養士 〇 〇

⑧玄関周りの環境を整え、心癒される場をつくる ⑧入居者様と一緒に玄関周りで花を植えたり、野菜を育てる。できたものをリハビリクッキングなどで提供し楽しんでもらう。 全職員 〇 〇

⑨ケアプラン作成のプロセスに他職種の意見を積極的に取り ⑨他職種との密な連携により、入居者様のわずかな変化を早期に察知し、迅速な生活支援に繋げる。

　入れ、多角的な視点によるケアの実践を目指す

⑩積極的な対話を通じて、ご本人・ご家族の潜在的なニーズや ⑩ご家族と面会や行事、送迎時の機会を通じて、積極的に関りを持ち、思いの要望を把握していく。

　『真の願い』をくみ取り、個別性の高いケアプランに反映させる

⑪ショートステイ受入れ時の情報共有を徹底し、ユニット全体で ⑪不穏の兆候（落ち着きのなさ、表情、歩行の増加等）を観察し、記録に残し共有する。

　統一したケアを行う

⑫清潔なユニットを提供できる環境整備 ⑫出勤時間内の中で、毎回10分各担当の居室の環境整備を行う。 ３階職員 〇 〇

⑬入居者様の状態に合わせたケアを行っていく ⑬食事内容・食事形態・移乗方法・ポジショニング（車椅子・ベッド上）等、入居者様の状態に合わせた対応をユニット職員

　他職種職員と話合い対応していく。
〇 〇４階職員

2階職員 〇

〇 〇

〇 〇

　①　２階 : 利用者様一人一人に寄り添う介護を心掛ける。

〇 〇

全職員 〇 〇

職場方針

重点目標

B
利
用
者
処
遇

A
健
全
経
営

全職員

　②　３階 :捨てましょう！思い込み　　拾いましょう！確かな情報

　③　４階 :入居者様に寄り添った介護を行う。

〇 〇

具体的目標 具体的行動計画 担当者
スケジュール

〇

看護師

令和8年度　事業所別事業計画　　　　№.1 特別養護老人ホーム富山荘 作成責任者 施設長　　井上 英美里

施設・事業所理念 ゆとりとうるおい・あたたかさとぬくもりのある生活を 令和8年度 テーマ 富山荘の質上げプロジェクト　【現状からのレベルアップ！】

介護支援専門員 〇 〇

〇 〇

〇 〇

〇 〇

〇 〇

〇 〇

介護支援専門員 〇 〇



事業所名

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

①他職種との「報・連・相」の徹底 ①出来る限り入居者様が入院することがないよう事故防止や感染症予防を他職種と連携し健康管理を行う。 看護師 〇 〇

②次期リーダー候補・役職者候補の育成 ②翔洋会職位・職責・職務内容に応じた任用要件を元に、新しいリーダー・役職者を見極めるための指導を行う。 施設長 〇 〇

　＊今できることから始めよう！プロジェクト 介護課長・介護主任

③職員の定着率アップに努める ③他部署も含め、入職時の研修をしっかりと行い基礎を身に付けてもらう。年間の施設内研修や消防訓練へは必ず 施設長・介護課長

　参加できるよう勤務調整を行う。ラウンド時の声掛けや現場に入り一緒に仕事を行い、相談しやすい環境を整える。 UL

④人事考課で組織の活性化を図り、施設の質上げの実現 ④年2回の能力や実績に基づく人事考課で今年度は情意評価を重視。事前に全職員へは情意評価のポイントを配布。 施設長 〇 〇 〇

　を目指す 　施設貢献度の高い職員を公平に評価し、職員のモチベーションアップに繋げる。 課長・主任 〇 〇

➄ヒヤリハットの活用で重大事故を防ぐ ⑤危険な行動を見かけた時には必ずヒヤリハットを提出するよう呼びかける。職員間でヒヤリハット情報を共有。入院に

　繋がるような事故を防ぎ、稼働率確保に努める。

①地域活動への参加 ①認知症カフェ・文化祭・清掃等の地域イベントに積極的に参加していくと共に富山荘のPRを合わせて行っていく。 生活相談員 〇 〇

②福祉有償運送サービスの運営 ②社会貢献の一環として、移送サービスを継続し富山荘のPRに繋げていく。 移送担当者 〇 〇

③地域住民が困りごとを早期に相談できる『暮らしの保健室』 ③丁寧な傾聴とあたたかな接遇を徹底し、繊細な悩みでも気兼ねなく話せる信頼関係の構築に努める。 生活相談員

　のような安心感のある環境を整える。 介護支援専門員

④地域交流スペースの活用 ④地域の方へ無料貸出しを行い有効利用してもらう。 施設長・事務員 〇 〇

➄フードドライブtomiyamaの継続 ➄施設職員・ご家族へ呼びかけを行い、家庭で余っている食品を集め地域の児童養護施設へ寄付を行う。 施設長

　＊今できることから始めよう！プロジェクト 全職員

令和8年度　事業所別事業計画　　　　№.2 特別養護老人ホーム富山荘 作成責任者 施設長　　井上 英美里

施設・事業所理念 ゆとりとうるおい・あたたかさとぬくもりのある生活を 令和8年度 テーマ 富山荘の質上げプロジェクト　【現状からのレベルアップ！】

重点目標 具体的目標 具体的行動計画 担当者
スケジュール

職場方針
　①　２階 : 利用者様一人一人に寄り添う介護を心掛ける。 　②　３階 :捨てましょう！思い込み　　拾いましょう！確かな情報

　③　４階 :入居者様に寄り添った介護を行う。

特
記
事
項

C
職
員
処
遇

〇 〇

〇 〇全職員

D
地
域
貢
献

〇 〇

〇 〇
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福祉有償運送管理者（1名）
介護主任　（1名）

 
介
護
職
員

 
介
護
職
員

（
非
常
勤

）

ユニットリーダー（6名）

（介護福祉士他）

 
生
活
相
談
員

 
送
迎
職
員

主任生活相談員 兼

理事会・評議員会 理事長

外部委員会
富山荘短期入所生活介護事業所（１０床）

管理者
（施設長）

特別養護老人ホーム 富山荘（５０名）

【令和８年度　組織計画】

社会福祉法人　翔洋会

富山荘　組織図

（非常勤）
介護課長　（1名）

委託医師



事業所名

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

①　収益・費用改善の改革　 ①　利用率の向上、空床期間の短縮を図る。必要な方に必要な介護を迅速に提供する手順の再考。

②  ショートスティ利用率の向上 ②　空床状況を居宅介護支援事業所と共有していくことで、ショートスティの利用率向上を図る。

　　　(利用率　７5%以上)

③　介護職員の人材確保と人件費の均衡 ③　必要な職員採用と人件費のバランスを図る。

 　  他事業所等との人事交流を行い適材適所の職員配置を行う。　　 

④　法人内の総合力によるサービス体系の強化 ④　現在実施中の専門職会議などにて、連携を強化し、専門性のスキルアップを図ることで利用者サービス

　　 の向上を図る。

⑤　Wi-Fi環境の導入と電子カルテ化　 ⑤　Wi-Fi環境の導入と介護記録ソフト等の導入を進める。

①  根拠に基づいた自立支援、重度化防止 ①　今まで蓄積したデーターを活用して、根拠に基づいた介護を実践する。経験や感覚だけに頼らず、情報

②　集団感染の拡大防止 ②　集団感染発生防止と発生した場合の対応方法を見直し、強化する。

③　健康管理(協力医療機関との連携)　 ③　医療を必要とされる高齢者に対しては、迅速に専門科への受診を行う。

　　岡山博愛会病院との連携 (医療の専門性に任すべきところは医療に)

④  目標志向型介護　 ④　高齢者自身が日々の暮らしの中で主役となれるように支援する。介護職はただ単に補完的介護を行う　

　　 のではなく、　その人らしい人生、終末期が送れるように支援する。(特に家族との繋がりを支援)

　　 高齢者の出来ることを奪わず、ご本人の持てる力を出来るだけ保ち支援していく。

　　 高齢者虐待防止に関連して「やさしい言葉がけ」運動を展開する。

①　仕事に対するプロ意識と責任感の向上　　 ①　特に介護職員に対し、組織の一員としての自覚、職務と立場(ポジション)の明確化が行えるよう指導する。

　　 (職員同士がお互いを認め合い、高め成長できる職場風土を作る)

②　人事交流 ②　法人内の他施設への職員の派遣・交流等を図る。　

③　次世代人材育成　 ③　「人間力」と「現場力」を兼ね備えた次世代介護人材の育成。(法人理念、施設理念、リスク管理、コンプ

     ライアンス教育)　自己評価シートの活用継続と賞与への反映、次世代管理職候補の選任。

④　感染対策(コロナ・インフルエンザも) ④　手指消毒、マスク着用、小まめな換気、消毒、職員の更衣の習慣、感染発生時の対応、物品の備蓄を

　　 引き続き行い、感染防止研修を実施する。

⑤　高齢者虐待防止の啓発・研修の重点化　 ⑤　特に「言葉がけ」において高齢者虐待防止に類似する行為が発生していないか、職員同士よくチェック

　　 する。役職者も職場巡回を強化するとともに、施設内研修を充実させる。

①  「SDGs藤田荘もったいないプロジェクト」　 ①　人材や物資など地域のあらゆる社会資源を有効活用できるように、町内の回覧板などを活用し情報

　　 (お金を使わず、心と頭を使う) 　　 発信および収集をしていく。　(スキマ時間での雇用、再使用可能な不要備品の運用など)

②　運営推進委員会の活用 ②　運営推進委員会を活用して藤田荘と地域との関わりを深める。 〇 〇 〇 〇 〇 〇

③　地域防災への参加 ③　地域行事、地域の防災訓練に参加する。 〇

④　送迎車両の貸し出し ④　「都六区お出かけサポート」への協力・支援を継続する。

⑤　地域会議への参加 ⑤　「岡山市南区西福祉区支え合い推進会議」等への参加を積極的に行う。 〇 〇 〇 〇 〇 〇正副施設
長

「自分を大切に、人を大切に」　　　※具体的には、藤田荘４大方針(以下職場方針参照)

重点目標 具体的目標 具体的行動計画 担当者職種
スケジュール

職場方針
1、「やってみよう」・・・自分がやってみたいことは失敗をおそれず迷わずチャレンジする精神を大切にする。 2、「なんとかなる」・・・困った時でも、時と人と事のめぐり合わせで何とかなるものだという自信を大切にする。　

令和8年度　事業所別事業計画案 特別養護老人ホーム藤田荘・藤田荘短期入所生活介護事業所 作成責任者 管理者    植木　賢治

施設・事業所理念

B
利
用
者
処
遇

多職種連
携　　 の共有や、研修参加を積極的に行い、利用者が自分の望む人生を過ごせるように支援していく。

多職種連
携

3、「ありがとう」・・・まわりの人に対して感謝の気持ちを忘れず、それを言葉にして出すことを大切にする。 4、「あなたらしく」・・・何事においても、まず、あなた自身とあなたの個性を大切し、自分に責任を持つ。

正副施設長、
介護主任、
リーダー

正副施設長

正副施設
長・介護主

任

看護職

正副施設
長・役職者

A
健
全
経
営

正副施設長、
相談員、各専
門職

相談員

正副施設
長

多職種連
携

D
地
域
貢
献

正副施設
長・相談員

多職種連
携

正副施設
長・相談員

特
記
事
項

全職員

看護介護
職

多職種連
携

C
職
員
育
成



事業所名

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

①　１ヶ月の稼働率を９０%以上とする。　 ①　管理者・生活相談員が、ケアマネ事業所と連携し、利用者紹介を依頼する。　

　　

②　コスト削減を心がける。 ②　エコ意識を持って水道光熱費の無駄がないか、電気の付けっ放しはないか等を担当者を決めチェック

 　　する。

③　防災対策を充実させる。 ③　防災マニュアルを見直し、実情に即した行動計画になっているか確認する。 ○ ○

　　年2回の防災訓練の実施。 訓練 訓練

④　５類以降後の感染対策の検討。 ④　感染対策と、平時の事業所運営への両立を検討・実施する。

⑤　継続可能な職員の育成 ⑤  現介護職員の中から、次世代の運営の中心となる者を選出し、運営ノウハウを伝授する。

①　利用者・家族との信頼関係を大切にする。　 ①　連絡ノートを活用して、家族と情報共有する。また、家族の支援の手薄い、一人暮らしあるいは

　　 高齢者夫婦のみの利用者に対しては、小まめな付加価値のある支援を行う。

②　ケアプランに添った支援をする。 ②　介護記録とケアプラン計画の照合を行う。職員会議を開催する。 〇 〇 〇

③　音楽療法を中心としたレクレーションの充実　 ③　利用者の生きてこられた時代を回想し、認知症状の進行を予防する。

④　室内行事・外出行事の企画をする。 ④　行事の実行委員を中心に、行事を開催し、利用者も職員もともに楽しむ。

①　職員の定着率を高くする。　 ①　職員のチームワークを大切にし、コミュニケーションの取りやすい職場にする。

②　職員の特技・趣味を発揮できる職場作り。　　 ②　「一芸達者職員」を増やし、レクレーション活動に生かして職員も楽しむ。

③　年次有給休暇の取得促進 ③　職員各自が特技・趣味などその能力を磨けるように、有給休暇等を付与し、職員の能力開発を支援

　　 する。

④　認知症と虐待防止についての研修と学習 ④　認知症と虐待防止の２つの課題について、正しい知識を学習し深める。 ○ ○
研修 研修

①　地域ケア連携会議・情報交換会に参加　 ①　地域の会議に積極的に参加し、地域のニーズと情報を得る。　

②　「支え合い活動」の実践 ②　大曲地区の買い物支援を継続する。(毎月１回)　

③　地域型カフェの開催 ③　年１回～２回「カフェ藤田荘」を開催する。

管理者

管理者 〇 〇

全職員

〇 〇〇

〇 〇

〇

〇

〇

特
記
事
項

〇 〇 〇 〇〇 〇

〇

D
地
域
貢
献

〇 〇 〇 〇

C
職
員
育
成

管理者 〇 〇 〇 〇 〇

B
利
用
者
処
遇

介護職員

管理者

介護職員

介護職員

管理者

管理者

管理者

A
健
全
経
営

相談員

管理者

管理者

管理者・介
護職員

管理者

職場方針
1、事故のない職場であること。(介護事故・交通事故・労災事故・メンタル事故) 2、離職者の少ない職場であること。(職員の年齢幅の広さとお互いの役割を尊重した人間関係)

3、利用者を紹介して貰える職場であること。(困難事例を積極的に受け入れ、ケアマネさんの信用を得ること) 4、経営が安定していること。(前記の1～3を満たせば、自ずと安定してくる。)

重点目標 具体的目標 具体的行動計画 担当者
スケジュール

令和8年度　事業所別事業計画案 藤田荘認知症対応型通所介護事業所 作成責任者 管理者　中上 裕子

施設・事業所理念 「明るく楽しく元気よく、笑顔いっぱいの１日を過ごそう!」



事業所名

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

　　(登録者数最低20名以上を常にキープする状況に)

    高い水準の人件比率の見直しと抑制。

④外部評価結果の活用

① モニタリングの活用、些細なことでもメール・電話でコミュニケーションを取っていく（接遇の徹底）

②身体・精神状態を見極め、環境整備をしていく ② 事業所・自宅の環境整備（職員のサービス事業所としての接遇レベルも環境に含む。）

③身体・精神状態の認識。ケアプランに沿った支援の実施

 　  (ある一定のレベルに達しない職員には研修の実施(内外部研修・他事業者への研修)

④職員の目標設定と評価

②小規模多機能の使命

    法人、事業所の理念達成の為に全職員に理念の浸透を図る。

①感染対策 ① 引き続き流行性感染症予防対策は継続する。

②BCP計画に沿った運営 ②BCPに沿った対応ができるようにする。
　訓練、見直しを定期的に行う。

令和８年度　事業所別事業計画案 藤田荘小規模多機能型居宅介護事業所 作成責任者 管理者　岩 崎 幸 恵

施設・事業所理念 　対話を通してご利用者様とご家族と向かい合い、その人らしさを大切に精神的・身体的なケアを行っていく。

職場方針
①職員は配慮の気持ち、心に余裕を持つとともに、自発的に認知症状を理解し、利用者様の情緒の安定を促し、適切なケアを。 ②利用者様・ご家族と継続的かつ柔軟な関わりを持つことで支援をスムーズに行なっていく。

③地域の一員として地域の困りごと等に興味を持つ。(地域の人々と共に笑顔で楽しく、同じ目線で) ④災害・感染症など事業継続になるリスクを把握し対策をこうじていく。

重点目標 具体的目標 具体的行動計画 担当者
スケジュール

A
健
全
経
営

①広報活動の推進 ① 病院の地域連携室等を計画的に訪問し、小規模多機能サービスの広報活動を行っていく。

管理者、
ケアマネ

　  虐待等の 困難事例も積極的に受け入れ、取り組んでいく。誰からも安心、信頼される事業所を目指す。

    地域と「頼り頼れる関係」を作っていく。(民生委員への広報)

②スタッフ数の適正化・合理的な勤務表・勤務形態 ② 時間帯に合った柔軟な勤務形態、職員配置。短時間パートの活用。

    特養等との人事交流を行い適材適所の職員配置を行う。（マンネリ化防止、風通しの良い職場作りを含む）

③節電・省エネ意識の浸透 ➂物価 高騰が、事業所運営の負荷となっている。無駄な消費は行わないようにする。

職員全員
　　全職員で運営継続に対する適切な収支、予算の感覚意識を持つ。

④ 前年度実施の外部評価結果を基に今年度に活かす体制づくり。

B
利
用
者
処
遇

①ご家族との信頼関係性の強化。思いをくみ取る

職員全員

    送迎時には、必ず家族と言葉を交わす。悩み事、困り事への傾聴を行い管理者、ケアマネに報告する。

    居心地の良い空間を利用者様目線で作っていく。

➂ 既往・現病からくる行動心理症状や言動・行動の理解。

　   （何故この様な言動があるのかを基に、想像力を働かせる)

　  職員全員でサービス事業所としての役割を理解し、当事者意識を持ち、建設的思考でチームとしての

　　 支援を実施する。（検討、依頼事項など責任を持ち最後まで行う）（利用者担当の活用）

C
職
員
育
成

①職員のケア技術の向上、スキルアップ、知識 ① 小多機 職員は介護レベルに合った幅広い技術を持つ。根拠のあるケアを実践する。

職員全員

    (コミュニケーション能力、身体介護（ボディーメカニクス）、環境整備（職員の接遇を含む）の重要性)

    ケアを向上させ、受け入れ可能な利用者の幅を広げる。(内外部研修、他事業所からのアドバイス等)

　　疑問点等はまず、どうすれば改善できるか個々で考え提案、相談する事を習慣、意識付ける。

②資格取得・内外部研修の参加 ② 福祉系資格取得の推進。

    地域の方と接し情報収集・情報提供を行う。気持ちの良い挨拶の徹底。

② 地域における小規模多機能サービスの意義と使命を再確認する。

　  介護福祉士資格の取得の促進。個々から事業所レベルを向上する（加算用件維持含む）

③職員のケアの統一化を図る ③  出来ない部分がある職員を出来るレベルまで引き上げる。

① 地域の清掃・イベントへの参加。高齢者に関する困りごとの相談を受け付ける。

特
記
事
項

職員全員

　　 情報の共有、主観的判断とならいように確認をする事、相手を配慮する事、思いやりを持つ事を徹底する。

④ 目標評価シートの活用。職員の個々の目標を明確にし、達成度とその評価を賞与等に反映させる。

管理者　　モチベーションの維持、向上のために評価を見える化する。

   人事考課の際など定期的に職員面談を実施して、職員の気持ちの把握をする。

D
地
域
貢
献

①地域での知名度を上げる

管理者、
ケアマネ



【令和8年4月から】

7名

(理事)
6名

１名

１名 １名

１名

7名 １名 １名 10名 １名 3名 １名

(非常勤) (非常勤) うち5名(非常勤) (理学療法士) (生活相談員兼務)

１名

嘱託医師

(副施設長)

　　(生活相談員・介護士) 　　

(介護士・生活相談員兼務)

(介護支援専門員・看護職員兼務) (施設長)

１名

主任

理  事  会
2名

社会福祉法人　翔　洋　会

藤 田 荘 　組 織 図 評 議 員 会
(評議員)

監事

管理者 管理者 外部委員会１名

藤田荘認知症対応型通所介護
事業所　(定員12名)

藤田荘小規模多機能型居宅介護事業所 特別養護老人ホーム藤田荘　(29床)

(登録25名、通い15名、泊り8名) 藤田荘短期入所生活介護事業所　(5床)

(生活相談員)

4名

(介護支援専門員・介護士兼務)

１名主 任(U・R)

苦
情
処
理
委
員
会

入
所
判
定
委
員
会

16名 １名

介
護
職
員

介
護
支
援
専
門
員

１名

事
務
員

１名

管
理
栄
養
士

運
営
推
進
委
員
会

介
護
職
員

機
能
訓
練
指
導
員

看
護
職
員

うち7名(非常勤) うち1名(非常勤)

看
護
職
員

うち7名(非常勤)

機
能
訓
練
指
導
員

介護リーダー (常勤)

サブリーダー (非常勤)

介
護
従
事
者

看
護
職
員

管理者

U・R 3名

サブリーダー

主幹 １名



事業所名

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

施設長 ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○

統轄課長 ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○

医務室 ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○

介護主任 ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○

施設長 ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○

統轄課長 ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○

統轄課長 ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○

⑤ ⑤

介護主任 ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○
ユニットリーダー ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○

介護主任 ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○
ユニットリーダー ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○

生活相談員 ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○

介護主任 ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○

機能訓練 ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○

統轄課長 随時

介護主任 随時

施設長 ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○

統轄課長 ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○

施設長 ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○

統轄課長 ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○

施設長 随時

⑤ ⑤

施設長 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

専門職員 随時

③　 ③　

④　 ④　

　　 

⑤ ⑤

施設長 随時
統轄課長 随時
施設長 随時

防火管理者 随時

・災害BCPサービス：LINEWORKSの活用（定期的に訓練を実施）
・アルソック株式会社による施設内外の２４時間カメラによる監視及び緊急時にはアルソック職員

　　　する。

福祉機器等を含むICT導入検討・実施 職員の採用困難を踏まえ福祉機器等を含むICT活用検討・実施・運用を行う。

　　 9月（班長会）10月（地区内清掃・水守宮祭典）11月町内合同防災訓練　1月健康祈願祭（胸上神社）

②　地域等の介護予防教室等への講師参加　 ②　地域等の依頼に対して、都度参加できる体制を整える。

防災・防犯体制の整備

④　職員の確保 ④　就職フェア・ハローワーク説明会等へ積極的に参加する。

①　山田地域（白石自治会）との交流　 ①　白石自治会との連携を図る。4月（2回会合）5月（総会）6月（地区内清掃）8月（山田地区盆踊り）

・介護サービス：バイタルウオッチ（バイタルボイス）、ａａｍｓ（バイオシルバー）

②　職員の資質向上を図る ②　施設内研修の参加者数を増加及び施設外研修にも積極的に参加し、職員個々の資質向上を図る。

　　 勤務業績評価制度を確立し、頑張っている職員を評価する事で意欲の向上を図る。

③　残業時間の適正化 ③　業務内容の見直しや訂正な人員配置により、長時間労働を是正し、身体的・精神的な負担を軽減

令和8年度　事業所別事業計画 特別養護老人ホーム玉野山田荘 作成責任者 施設長　　倉持　洋一

施設・事業所理念 我が家でホットできる

　①　ユニットを一つの家として捉え、ホット出来る環境作りを進めて行く。 　②　職員間同士の思いやり、協調性を持ち、明るく働きやすい職場を作ります。

　③　入居者様一人ひとりの意思や尊厳を尊重し、その人らしい生活が送れるようにしていきます。 　④　入居者様の生活歴や嗜好も念頭に入れ、居心地の良い環境を提供します。

重点目標 具体的目標 具体的行動計画 担当者
スケジュール

職場方針

特
記
事
項

C
職
員
処
遇

D
地
域
貢
献

A
健
全
経
営

B
利
用
者
処
遇

①　常時、満床を目指し、稼働率を97％以上をキープする。①　入居待機者の調査を迅速に行い、空床時に速やかに入居できる待機者の確保に努め、入院時の状況把握

　　を的確にし、長期入院となる場合には、速やかな退所調整に努めると共に、空床時ショートの活用を行う。

②　入居者の健康管理及びリスクマネージメント強化を行い、

　　入院者数を減らす。

②　医務室とユニット職員の連携を強化し、疾病の早期発見と対応や転倒等の事故リスク管理での長期入院者

　　をなくします。

③　各部署内でのコストの削減を実践する。 ③　実現可能なコスト削減案を検討し、具体的に実践して行く。

④　新規申込者の拡充を行う。 ④　病院の地域医療連携室や居宅介護支援事業所の広報活動を月に1回以上出来るように時間を

①　入居者本位の生活を。 ①　ユニット内の生活スペース作りを実施し、家庭での雰囲気を感じとれるような空間作り。

　　（常に入居者の立場に立ったサービス提供に努め、安心して生活出来るよう支援する）

　　　確保する。

　来荘による対応

　　 家族等と共有致します。　・情勢・状況に応じた面会を実施していく。

④　心身のリフレッシュ及び催しの提供 ④　各ユニットでのレクリエーション活動、リハビリ体操等を実施し、暖かい季節には散歩を行い、日中の活気

②　毎月1回、ユニット内で行事を行う様に務める。

　　（季節に応じた食事等に関するイベントを行う）

②　入居者の意向に応じながら、季節に合った行事を介護主任を中心にユニット間で実行する。

③　入居者及び家族等との信頼関係を構築する。 ③　日頃の様子をタブレットで写真・動画に撮り、ホームページに掲載や思い出アルバムにアップし

　　 を促し生活する上での楽しみを提供する。

　　音楽療法・音楽倶楽部・書道倶楽部・園芸倶楽部の充実に努めます。

①　職員の定着率を維持する。 ①　新人職員の不安解決の為、2週間に1回面談を行う。　（上司からのこまめな声掛け、希望者への

　　 面談を随時行い、相談しやすい環境作りをする）



（非常勤） （施設長）

(職務代理者）

介
護
職
員

苦
情
処
理
委
員
会

入
所
判
定
委
員
会

※　補助介護職員とは、勤務時間が常勤に満たない職員を示す。

介
護
支
援
専
門
員

生
活
相
談
員

管
理
栄
養
士

玉野山田荘　組織図

社会福祉法人　翔洋会

外部委員会

事
務
職
員

事務係長

ユニットリーダー

嘱託医

医務主任

看
護
職
員

介護主任

介
助
員

玉野山田荘短期入所生活介護事業所(空床型）

補
助
介
護
職
員

機
能
訓
練
指
導
員

【令和8年度組織計画】

特別養護老人ホーム玉野山田荘（60床）

理事会・評議員会 理事長

管理者

統轄課長（相談/介護）



事業所名

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

①　特養稼働率９８％以上を維持する 施設長 ○ ○

相談員 ○ ○

②　入院者を減らす 介護・看護 ○ ○

介護士 ○ ○

③　短期入所稼働率70％以上を維持する 管理者 ○ 〇

相談員 ○ ○

④　苦情への真摯な対応 介護・相談員 ○ ○

施設長 ○ ○

⑤　コスト削減 ⑤　業務の効率化を図り、適正な人員配置を行う。消費量の多い消耗品は定期的に業者の見直しを行う。 施設長 ○ ○

　　 使用していない部屋の照明やエアコンは消す。ユニット内の温度管理を行う。 職員全員 ○ ○

⑥　職員の確保 施設長 ○ ○

施設長 ○ ○

管理者 〇 〇

職員全員 〇 〇

⑧　働きがいのある職場作り ⑧　職員一人一人が仕事にやりがいを持てるように、定期的に意見を聴取し検討していく。 施設長 ○ ○

　　 職員同士がお互いに思いやりを持ち、助け合いながら個々の目標を達成できる職場を作る。 〇 〇

○ ○

①　必要とされるサービスを提供する ○ ○

　　 より密に図り、家族からの要望も取り入れたサービス計画を作成し、サービス計画に基づいた援助を行う。

②　笑顔で安心できる生活空間を提供する 介護士 ○ ○

介護士 〇 〇

介護士 〇 〇

職員全員 ○ ○

③　季節を感じていただく 介護士 ○ ○

栄養士 〇 〇

介護士 ○ ○

④　入居者やご家族との信頼関係を保つ ○ ○

〇 〇

　　　短期入所利用時にも、ご利用者・ご家族に対し細かな処遇や報告を行い信頼関係を築く。 ○ ○

介護士 〇 〇

介護士 〇 〇

栄養士 〇 〇

　　する。 機能訓練士 〇 〇

施設長
職員全員     ハラスメント等防止し気持ちよく働ける職場作り 　　 職員がお互いに気持ちよく働けるように、各自が他者に対しての言動に注意していく。

　 また、個々の意思を尊重し自己決定を促すケアを提供していく。

③　季節にあわせた行事を行い四季の移り変わりを感じてもらう。できる方には準備から手伝ってもらう。

　　 季節の食事メニューを提供したり、手作りお菓子を一緒に作ってもらい食べる

　　 季節に応じて外出行事等を考え、四季を肌で直接感じていただく。

④ 　入居者に特変があった際にはご家族が不安を感じないよう、その都度状況を報告する。

⑤ 入居者・短期利用者の個別化を図り個々に合った ⑤入居者・利用者の声を傾聴し、個々に寄り添う時間を増やして快適な生活環境を創る。

　　サービスを提供する 　 入居者・利用者に対しての接し方を常に検討し最善の関わり方をユニット職員全員で検討していく。

　 個別対応でのリハビリやレクリエーション等を通して、できる事に挑戦してもらい個々に達成感を感じてもらう。　　入居者・利用者の尊厳や自己決定を優先したケアを提供

　　 介護の実践を行い信頼関係を構築していく。

B
利
用
者
処
遇

①　入居者に生活についての聞き取りを随時行い、楽しみの把握やニーズを引き出すとともに、家族との連携を介護支援
専門員

②　入居者・短期利用者の日々の生活の中で声掛け・傾聴を行い、入居者が安全・安心して過ごせるよう援助する。

　　 入居者・短期利用者との信頼関係の構築 　　 居室の環境整備を行い、プライバシーに配慮し清潔な生活環境を提供する。入居者の笑顔を引き出す

　　 入居者・家族のニーズに基づき声かけ等、全般的なケアの質の向上

施設長
職員全員

　　短期入所利用のご利用者やご家族が安心して利用ができる

　　　また、普段からもご家族とのコミュニケーションをしっかりと図り信頼関係を築く。

　　入居者の方へのケアの質の向上

A
健
全
経
営

①　入居申込の問合せには即対応し、関係する居宅事業所や病院へも訪問しさらなる待機者増へ繋げる。

　　 待機者の状況を常に把握しておき、空床ができたらすぐに入居ができる体制をつくっておく。

②　入居者の生活環境の衛生管理を徹底する。介護・看護間の連携を密にして体調不良者の重症化を防ぐ。

　　 入居者のADLを把握し、転倒リスクを回避するための居室の環境整備、日常の声掛けを行い事故を防ぐ。

③　短期入居問合せには即対応し、各居宅支援事業所への訪問を継続する。また、利用中・後の状況に関しても、

　　 各居宅支援事業所や家族とも連絡を密にし信頼される事業所を目指す。

④　入居者・利用者やその家族からの要望・意見は最後まで聞き、記録に残したうえで迅速に対応する。

　 　施設で対応しきれない苦情については、法人・弁護士に相談する。

⑥　職員確保のため、ハローワークへの求人掲載や就職説明会、学校訪問等行い人材確保に努める。

　 　また、紹介会社との情報共有も行い、現状で求職者が求めているものの把握をする。

⑦　外部からの新たな意見を取り入れ風通しの良い職場環境を⑦　運営推進会議等、第三者による意見や施設職員からの新たな意見も積極的に取入れ風通しの良い

　　 つくり向上心のある職場を目指す 　　 職場をつくる。また、新たな取り組みにも挑戦し常に向上心のある施設経営を目指す。

職場方針
　①　入居者の個性を尊重し信頼関係を築く 　②　個々に寄り添い個別化を図る

　③　季節感を感じられ自分らしく生活ができ笑顔が溢れる環境づくり 　④　職員全員が働きやすい職場づくり

重点目標 具体的目標 具体的行動計画 担当者
スケジュール

令和8年度　事業所別事業計画 特別養護老人ホーム宮浦荘 作成責任者 施設長　　眞野　朋亮

施設・事業所理念 個々に寄り添い個性を尊重し笑顔が溢れる日々を



①　職員の定着率をあげる ○ ○

〇 〇

〇 〇

施設長 ○ ○

②　職員間での情報共有の徹底 ②　観察・記録に関するマニュアルを整備し、入居者の状態を正確に把握できるようにする。 主任・リーダー ○ ○

 介護士 〇 〇

施設長 ○ ○

③　職員の効率的な配置・動きを図る ③　業務の流れの見える化をし、職員全員が時間帯・場所における必要な人員を把握する。 主任・リーダー ○ ○

　　 人員が不足している時間帯・場所があれば別ユニットや別職種でも協力して対応する。 職員全員 ○ ○

④　職員個々の資質向上 ○ ○

○ ○

○ ○

施設長 ○ ○

○ ○

○ ○

〇 〇

〇 〇

施設長 〇 〇

○ ○

○ ○

①　地域集会等への参加 ①　宮浦町内会総会、地域の防災訓練への参加 相談員 ○ ○ ○

施設長 ○ ○

②　地域行事への参加 相談員 ○ ○ ○ ○
施設長・相談員 〇 〇

③　緊急避難場所としての機能 ③　災害時等緊急時の避難場所として地域交流スペースや屋上・職員駐車場を開放する。 施設長 ○ ○

　　 地域町内会の防災備蓄の保管をする。 施設長 ○ ○

④　支えあいサロン宮ノ浦での活動 施設長 ○ ○

　　 相談員 ○ ○

⑤　 宮浦町内獅子舞保存会との交流 施設長 随時 随時

相談員 ○ ○

④　地域交流の場を提供しももたろう体操や買い物移動支援を行うことで、地域の高齢者の方々のADL低下予防や

　　 生活支援を行う。高齢者の生活上での相談を受けたり、支援事業所の紹介などの支援をする。

特
記
事
項

D
地
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献

　　 サロン宮ノ浦の部会への活動に参加し地域との交流を図る。

②　可能な限り地元高島神社の祭りへの参加、祭り前の清掃への参加

　　 地域の方々へ交流場所の提供 　　 地域の方々へ交流の場として、地域交流スペースの開放

⑤　宮浦獅子舞保存会の高島神社秋祭りと正月の施設への巡回

⑦　職員のやりがいやモチベーションの向上 ⑦　職員のモチベーション向上のためにも、賞与支給時に人事考課を導入していく。

   　ご家族からいただく、「お褒めの言葉」を職員全員に伝えることで、一人一人が施設に必要な職員であることを相談員
施設長　　 認識してもらい、やりがいを感じモチベーションUPに繋げていく。

⑤　多職種協同でチームケアを行う ⑤　各職種が、意見を言いやすい雰囲気を作り、チームの一員としての自覚を持つ。 職員全員
施設長　　 お互いの意見を尊重し合い、業務内容を決定していく。

⑥  職員間同士のコミュニケーションの強化 ⑥ 　職員間でのコミュニケーションを密にしお互いが相談しやすい環境をつくる。 職員全員
施設長　　 お互いが思いやりを持てる職場環境の構築 　　　お互いにお礼や助け合いのできる、「思いやり」のある職場環境をつくる。

　　 職員の資格取得に対して支援を行う。また、定期的な外部研修会への参加を促す。（リモート含む）

C
職
員
処
遇

①　職員に日頃から話しかけ、定期的な面談も行い、職員のニーズを把握し対応する。 施設長
主任

リーダー
　　 新規職員が働きやすい職場環境をつくり離職を防ぐ 　　 新規入職者への教育マニュアルを作成・実行し、早期に適応できる環境を作り離職を防ぐ。

　　 新規職員の獲得 　　 新規入職者が働きやすい職場をつくり、相談に乗れるような仕組みや風通しの良い職場を目指す。

　　 ハローワークや紹介会社等と細目に情報共有を行い新規職員の獲得を行う。

　　 記録・報告書作成に関する研修を行い、記録や申し送りの意義や重要性の再確認を行う。

     報告・連絡・相談の徹底。

④　介護技術や虐待防止・事故対応等施設内研修（外部講師も含む）を行い、介護に対する技術や考え方等学び
職員全員
施設長

　　 ケアの統一を図る。職員個々の資質向上を目指し状態変化等細かな部分にまで気配りできるようにする。

　　また、BCPの作成を行い災害時等の対応訓練も定期的に実施し有事の際には、迅速に対応できるようにする。



事業所名

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

①　平均利用率を90%以上にする ①　南区の居宅介護支援事業所に加え、中区エリアの事業所へも営業に行き新規利用者の獲得をする。 相談員 ○ ○

管理者 ○ ○

②　家族・支援事業者との信頼関係を築く ②　支援事業者とは常に情報を共有し、状態の変化等があれば対応できる体制をとっておく。 相談員 ○ ○

　　 家族とは連絡ノートで利用者の様子をやりとりし、不安なくご利用いただく。 職員全員 ○ ○

③　効率的な人員配置 ③　職種を兼務することにより、効率的に人員配置をする。 管理者 ○ ○

　　

管理者 〇 〇

〇 〇

〇 〇

管理者 ○ ○

相談員 ○ ○

職員全員 ○ ○

管理者 〇 〇

相談員 〇 〇

職員全員 ○ ○

　　　密にし信頼関係を築く 職員全員 〇 〇

②　ケアプランに沿ったサービスを行う ②　担当者会議に参加した相談員が中心となり、利用者のニーズや家族の意向を把握し、ケアプランに 相談員 ○ ○

職員全員 〇 〇

職員全員 ○ ○

③　利用者に寄り添ったサービスを提供する ③　飲み物や脳トレ、リハビリなどそれぞれの内容に選択肢を設け、利用者が選べるようにする。 職員全員 ○ ○

　　利用者の好みや意向を取り入れたイベントを行う。個別の関りを大切にし、一人一人が楽しく過ごして頂ける様に支援する。職員全員 ○ ○

④　外出行事・誕生日会・季節ごとのイベントを行う ④　誕生日会や季節に合わせたイベント、外出行事等を行い、楽しみや季節感を感じていただく。 職員全員 ○ ○

　　 食事イベントを企画し、利用者に調理も手伝っていただき、一緒に食べる。 職員全員 ○ ○

職員全員 〇 〇

職員全員 ○ ○

管理者 ○ ○

〇 〇

〇 〇

①　開けた職場環境を作る ①　デイ会議で一人ひとりが意見を出せる場を設け、業務に関する提案や議論をする。 管理者 ○ ○

　　 家庭の事情による急な休みに配慮できるよう職員の意識付けを行う 介護主任 ○ ○

②　職員の定着率を上げる ②　定期的に職員と面談を行い、適切なサポートにより不安を解消する。 管理者 ○ ○

　　 業務の負担が偏らないよう、業務担当を交代制にする。 介護主任 ○ ○

③　職員の資質向上 ③　オンライン研修や外部研修に参加して新しい知識を取り入れる。 職員全員 ○ ○

　　 職員の資格取得の支援をする。 管理者 ○ ○

④　職員のモチベーション向上のためにも、賞与支給時に人事考課を導入していく。 管理者 〇 〇

○ ○

○ ○

⑤

C
職
員
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④　職員のやりがいやモチベーションの向上

   　家族からいただく、「お褒めの言葉」を職員全員に伝えることで、一人一人が施設に必要な職員であることを 管理者
相談員　　 認識してもらい、やりがいを感じモチベーションUPに繋げていく。

　 　報告等行い質の向上や地域に開かれたサービス運営を行う　 行うとともに、第三者的な立場である地域の方々からの評価、助言、ニーズを把握しサービスの質向上を図る。

　　利用者自身が達成感を感じることができるようなサービスメニューを取り入れていく。

⑥　利用者の尊厳を重視した関りを大切に利用中の言葉遣いや関わり方等を徹底し、同時に職員も成長していく。
職員全員

　　 また、利用者の変化に敏感に気付きニーズに沿ったサービスを提供する。

B
利
用
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　　　を養い、固定観念に囚われないように関りを持つs。

　　沿った内容でデイサービスで行える支援を話し合い行実行する。

　　利用者の「～したい」等夢を叶えられる体制づくりを行う 　　利用者個々からの要望（どこかに行きたい、何かをしたい）等の夢を叶えられる体制をつくる。

⑤　利用者の自立を支援する関わり ⑤　利用者自らが考え選択できるような環境を整え自立を促す関りを持つ。

①　利用者の日々の小さな変化にも気づき、家族やケアマネとの連携を図り信頼関係を築く。また、職員の「気づく眼」

⑥　利用者の尊厳を重視した質の高いサービスを提供する

①　利用者の小さな変化にも気づき家族やケアマネとの連携を

　　利用者の生活を支援するような新しい企画を計画する 　　自宅にて朝食等準備ができず、食べれていない方へ「食べること」の楽しみを提供していく。

A
健
全
経
営

　　 急な利用の休み等が出た場合には、他利用者へ声掛けを行い、利用の追加や振替の相談をする。

④　働きがいのある職場作り ④　職員一人一人が仕事にやりがいを持てるように、定期的に意見を聴取し業務に反映していく。

　　 職員同士がお互いに思いやりを持ち、助け合いながら個々の目標を達成できる職場を作る。

　　利用者確保に向け提供するサービス内容の見直しを行い　　 居宅支援事業所との関りを密にし、新規利用者を紹介していただけるような関係性を作る。

　　利用者を確保する 　　利用者からの聴き取りやコミュニケーションを通して、利用者が「求めていること」を実現する。

⑥　特養が開催している運営推進会議への出席を通じて活動⑥特養が2ヶ月に1回開催している運営推進会議へも出席し、地域の方々へ活動報告を行い開かれたサービス運営を

管理者
職員全員     ハラスメント等防止し気持ちよく働ける職場作り 　　 職員がお互いに気持ちよく働けるように、各自が他者に対しての言動に注意していく。

⑤　安定した経営のため新規利用者の確保 ⑤　新規相談ケースがあれば、基本的には困難事例であっても受入れるよう調整する。

職場方針
　①　自主性を尊重し、個々に寄り添う個別ケアの実施と尊厳を大切にしたケアの実施 　②　居心地のよい空間づくり

　③　利用者へ「楽しみ」や「生きがい」の提供 　④　地域や多職種と連携し質の高い統一されたケアを提供

重点目標 具体的目標 具体的行動計画 担当者
スケジュール

令和8年度　事業所別事業計画 宮浦荘通所介護事業所 作成責任者 管理者　　眞野　朋亮

施設・事業所理念 利用者の笑顔と尊厳を大切に個々に合わせたケアの提供



管理者 〇 〇

職員全員 〇 〇

②　 ②　

③　 ③　

④　 ④　

　　 

⑤ ⑤

D
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①　地域行事等への参加 ①　公民館主催の文化祭を見学に外出したり、利用者が作製した作品を展示させてもらい地域との交流を図る。

　 　作製した作品を展示させてもらい利用者に「やりがい」を持ってもらう。

特
記
事
項



管理者

理事会 (理事6名、うち１名理事長)

宮浦荘拠点

宮浦荘通所介護事業所
  特別養護老人ホーム宮浦荘 （29床）

  宮浦荘短期入所生活介護事業所  (10床)

管理者

監事 (2名)

社会福祉法人　翔　洋　会 【 令和 ８年 ４月 から 】

宮 浦 荘 　組 織 図 評議員会

(非常勤）

嘱託医師 外部委員会
(兼務)

（介護福祉士）

介護主任（兼務）

（施設長） （施設長）
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（介護福祉士）
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員
会

(非常勤） (非常勤） (外部委員）(非常勤） (非常勤） (非常勤)
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護
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）
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務
員

主査生活相談員
（特養・短期生活相談員）

生
活
相
談
員
兼

介
護
職
員



事業所名

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

○ ○

②月次黒字経営を継続し、安定した財務基盤を確立する ○ ○

○ ○

④　全職員が辞めない職場を作る ○ ○

⑤　保育の質を高め、選ばれる園を目指す ○ ○

〇 ○

〇 ○

○ ○

○ ○

⑤　子どもの人権を尊重し、不適切保育にならないようにする⑤　常に保育の振り返りを行うことを意識し、健全な保育を行っていく ○ ○

　　定期的にミーティングや職員会議を行い、職員全員で保育を振り返りを行うようにする

①　公平性と透明性のある処遇制度の運用 ①　規定について説明をする機会を設け、職員が働きやすい環境整備を行い、必要に応じて見直しを行う ○ ○

②　有休消化と休みやすい環境を作る ②　引き続き職員数を確保し、休みやすい環境を整えると共に、計画的に取れるように管理していく ○ ○

③　職員の研修・教育機会の確保していく 〇 ○

④　職員育成に取り組む ○ ○

⑤　定期的に園長・主任との面談の実施 ○ ○

①　地域、従業員の保育相談や子育て支援に取り組む ①　地域の活動（溝掃除）に参加し、交流を深めていく。 〇 ○

②　隣接する富山荘との交流を進める 〇 ○

③　一時保育の受け皿を増やす 〇 ○

④　子どもが関わる地域との交流を深める ○ ○

　　 

⑤ 病児保育を開始し、子育て支援を進める 〇 ○

③　いわゆる待機児が多く、保育が必要な子どもの行き先がない状況の中で、保育需要の受け皿を増やし
ていき、地域貢献に繋げていきたい

②　隣接する富山荘など地域の高齢者施設に訪問し、交流行事等に取り組む。クリスマス会やお正月行事
など一緒に計画して具体化する

④　地域での子どもを育てる風土づくりに取り組む。また、園外に出ることで日頃から地域の方と交流できる
ような機会を設ける

⑤　仕事に行きたい（行かなければならない）のに、病気の子どもがいていけないお母さんお父さんのため
に、しっかりと受け入れられるように受け皿を整える。

④　新職員に求められる仕事内容を明記し、目指す職員像をイメージできるようにする。保育の軸をしっかり
伝え、園の目標をしっかり理解してもらう

⑤　一人ひとりの悩みや思いを聞くことができるように定期的に実施、安定した気持ちで仕事を行い保育の
質を高めることができるようにする

④　年間通して様々な感染症が流行しているので、感染症
対策を徹底する

特
記
事
項

C
職
員
処
遇

D
地
域
貢
献

A
健
全
経
営

B
利
用
者
処
遇

①　利用児だけでなく、保護者にも満足してもらうことができ
るように信頼関係を築き、保育の質を向上していく

③子どもの育ち（成長）が感じることができるようにする

②　食物アレルギー対応の個別計画を作成し安心して預
けることができるようにしていく

　①　自然と触れ合い、子どもがのびのびと育つ保育園を目指す 　②　保育士と子どもが共に育ちあう保育園を目指す

　③　子どもが主体的に育つように、保育士と保護者で連絡と取り合い、同じ保育目標で保育する 　④　地域や従業員、共同利用者の子育て相談・子育て支援に取り組み、地域に根付いた保育園を目指す

重点目標 具体的目標 具体的行動計画 担当者
スケジュール

職場方針

令和8年度　事業所別事業計画 ジョウ・キンダーガーデン 作成責任者 施設長　　河本　真由美

施設・事業所理念 職場や地域の働く人を支えると共に、安心して預けられる保育園。子どもの情緒の安定と生命の保持を意識し、すべての子どもの成長の土台作りに取り組む。

①　こまめに、管理者会議を設け、管理者が事業収支、資金収支をタイムリーに把握し、経営情報を共有す
る。　また、保育内容についてもしっかり話し合う

③　必要な保育用品を揃え、保育の質を高める
③　日頃の保育に必要な物を職員個人でしっかり考え、購入していく。また、劣化や破損等があった際は速
やかに購入す　　る

⑤　職員が団結し、保育の見直しや振り返りを定期的に園内研修や職員会議行い、よりよい保育を提供でき
るように取り組む

①　子どもの成長だけでなく、しっかり保護者とコミュニケーションをとり、保護者支援に取り組む

①　園長、主任、副主任が経営について理解し、安定した
経営を目指す

②　定員を常に19名のキープする。一時保育を最低900名受け入れる
　　病児保育を年間で51名受け入れる。

④　職員間（現場のみ）で話す機会を定期的に設けられるようにし、職員間でのコミュニケーションがしっかり
とれるようにする

園長
副主任

園長

園長
副主任

園長
副主任

副主任

副主任

園長
看護師

保育士

看護師

保育士

園長

園長

副主任

看護師

園長

連携推進員

副主任

副主任

園長

②　食物アレルギー児や基礎疾患等の子どもにも対応できるように看護師を筆頭に身に付けておく

③　連絡帳やＳＮＳ（インスタ）を活用し、保護者も子どもの育ちを一緒に感じることができるようにこまめに更
新していく

④　園周辺で流行の感染症についての情報を把握し、園での予防対策をその都度見直していき、感染症対
策を徹底する

③　育成面接を実施し、ＭＢＯを活用して職員一人ひとりの課題を明確にし、課題を乗り越えられるように園
として支援する

園長



体調不良児 病児保育

フクロウ

分野別リーダー

看護師

嘱託医

くま組

副主任

調理員
うさぎ組

2歳児

りす組

1歳児

副主任

ひよこ組

0歳児

事務室

連携推進員

【令和8年度　ジョウ・キンダーガーデン　組織図】

評議員会

決議機関

理事長

執行機関

監事

監査機関

保育責任者

理事会

園長　

運営責任者

保育主任

3歳児以上
一時保育

【分野別リーダー】

・乳児保育

・幼児保育

・障害児保育

・食育・アレルギー

・保健衛生・安全対策

・保護者支援・子育て支援
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